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第１章 就学前児童 ニーズ調査結果 

１－１ 住まいの地域 

問１：居住している地域 

お住いの地区について尋ねた。 

「朝日地区」が 47.6％で最も高く、「織田地区」18.7％、「宮崎地区」18.5％、「越前

地区」14.4％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

朝日地区

47.6%

宮崎地区

18.5%

越前地区

14.4%

織田地区

18.7%

無回答

0.8%

N=632
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１－２ 子どもと家族の状況 

問２：子どもの生年月 

調査対象児童の年齢について尋ねた。 

「３歳児」が 18.4％で最も高く、次いで「４歳児」が 16.9％、「５歳児」が 16.5％

となっている。 

 
 

問３：子どもの数 

子ども全員の人数について尋ねた。 

「２人」が 45.3％で最も高く、次いで「３人」25.3％、「１人」21.2％となっている。

２人きょうだいが全体の半数近くを占めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

8.5%

13.0%

13.9%

12.2%

18.4%

16.9%

16.5%

0.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

新生児

(R5年度生まれ)

0歳児

(R4年度生まれ)

1歳児

(R3年度生まれ)

2歳児

(R2年度生まれ)

3歳児

(H31年度生まれ)

4歳児

(H30年度生まれ)

5歳児

(H29年度生まれ)

無回答
N=632

21.2%

45.3%

25.3%

6.0%

1.6%

0.3%

0.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

１人

２人

３人

４人

５人

６人

無回答 N=632
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問４：回答者の続柄 

調査対象児童と回答者の続柄について尋ねた。 

「母親」が 90.8％で最も高く、次いで「父親」8.7％となっている。 

 

 

 

問５：回答者の配偶者の有無 

回答者の配偶者の有無について尋ねた。 

「配偶者がいる」93.5％、「配偶者はいない」6.2％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

母親

90.8%

父親

8.7%

その他

0.3%

無回答

0.2%

N=632

配偶者がいる

93.5%

配偶者はい

ない

6.2%

無回答

0.3%

N=632
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問６：子育て（教育を含む）を主に行っている保護者 

調査対象児童の子育てを主に行っている方を尋ねた。 

「父母ともに」が 61.1％で最も高く、次いで「主に母親」32.0％、「主に祖父母」1.3％

となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

父母ともに

61.1%

主に母親

32.0%

主に父親

0.2%

主に祖父母

1.3%
その他

1.1%

無回答

4.4%

N=632
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１－３ 育ちをめぐる環境 

問７：子育て（教育を含む）に最も影響する環境 

子育てに最も影響すると思われる環境について尋ねた。 

「家庭」が 76.4％で最も高く、次いで「保育所」15.0％、「認定こども園」5.7％とな

っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

76.4%

0.6%

0.2%

15.0%

5.7%

0.2%

1.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家庭

地域

幼稚園

保育所

認定こども園

その他

無回答 N=632
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問８：子どもを預けられる親族・知人の有無（複数回答） 

保護者に対し、日常的あるいは緊急時の子どもの預け先について尋ねた。 

「日常的に祖父母等の親族にみてもらえる」が 58.7％で最も高く、次いで「緊急時

もしくは用事の際には祖父母等の親族にみてもらえる」が 51.3％となっている。 

これに対し、5.2％の家庭が「(預かってもらえる友人・親族が)いずれもいない」と

なっている。 

平成 30 年度調査結果と比べると、「日常的に祖父母等の親族にみてもらえる」が約

11 ポイント増加している。 

 

 

【平成 30 年度調査結果】 

 

58.7%

51.3%

1.6%

6.5%

5.2%

1.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

日常的に祖父母等の親族にみてもらえる

緊急時もしくは用事の際には

祖父母等の親族にみてもらえる

日常的に子どもをみてもらえる

友人・知人がいる

緊急時もしくは用事の際には子どもを

みてもらえる友人・知人がいる

いずれもいない

無回答
N=632

48.2%

51.9%

0.8%

3.1%

3.5%

6.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1.日常的に祖父母等の親族に

みてもらえる

2.緊急時もしくは用事の際には

祖父母等の親族にみてもらえる

3.日常的に子どもをみてもらえる

友人・知人がいる

4.緊急時もしくは用事の際には

子どもをみてもらえる友人・知人がいる

5.いずれもいない

無回答 回答者数＝651
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問９：子育ての相談相手の有無と相談先 

子育てに関して気軽に相談できる先の有無と、また相談できる先が「ある」と回答し

た方に具体的な相談先を尋ねた。 

■ 子育ての相談相手の有無 

「ある」が 96.5％、「ない」が 2.2％となっている。 

 

 

■ 子育ての相談先（複数回答） 

「祖父母等の親族」が最も高く 84.1％、次いで「友人や知人」が 76.9％、「保育所、

幼稚園の先生」が 61.1％となっている。 

 

ある

96.5%

ない

2.2%

無回答

1.3%

N=632

84.1%

76.9%

8.9%

61.1%

15.2%

2.1%

3.8%

0.7%

11.6%

1.8%

13.0%

0.8%

0.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

祖父母等の親族

友人や知人

近所の人

保育所、幼稚園の先生

子育て支援施設（児童館

・子育て支援センターなど）

障がい児支援施設（児童発達支援

・放課後等デイなど）

保健師、助産師

民生委員・児童委員

かかりつけの医師

越前町の子育て関連担当窓口

インターネット・ＳＮＳ

その他

無回答 N=610
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問 10：子育てをする上であればよいと思う周囲のサポート（記述式回答） 

（１）保育サービスについて（85 件） 

○病児保育や病後児保育の充実を求める意見が多くなっている。 

・病児保育を充実させて欲しい。 

・風邪症状があり保育所に預けられない時に、気軽に預かってもらえる施設等が身近に

あると助かります。 

○保護者の病気や用事、リフレッシュ時に利用できる一時預かりやベビーシッターを

望む意見が多くなっている。 

・母親だけが負担にならないように、送迎やシッターサービスの充実がもっと必要。母親

がリフレッシュするために、子供を見てくれる施設が土日も営業していたり、保育所等

とは違う施設を気軽に利用できる環境が欲しい。 

・父母が体調不良などで育児が困難な場合に、子供を見ていただける環境。 

○子どもの習い事やスポーツ少年団等への送迎サポートを求められている。 

・兄弟がいるのでそれぞれの習い事の際、全員を連れていかなければならず、大変なので

一時的に預かってもらったり、同行してもらうなどのサポートがあると助かります。ま

た、送迎してもらっても助かります。 

・常にサポートというより、必要な時にちょっと助けてもらうくらいがうれしいです。 

（２）相談・交流の場について（41 件） 

○子育て支援センターについては、土・日曜日の利用を希望する意見がある。 

・土日も子育て支援センターが利用できたら嬉しいです。夫が土日仕事で実家にも頼れ

ない時に、一日中１人で家事や育児していると精神的のも体力的にも疲れてしまうの

で、付近にふらっと立ち寄れる子育て支援センターがあると良いと思いました。 

・平日は越前町内に支援センターがあるのでいいが、土日祝日は支援センターが休みの

ため、越前市や福井市まで遊びに行かないといけない。土日も町内に室内の遊べる所が

あるといい。 

○メールやライン、電話等を活用し、何時でも相談できる環境が望まれている。 

・メールや LINE、チャット等でいつでも相談できるようにして欲しい。 

・本当に育児が辛くなった時、泣いている子供の横で私も泣きながら途方に暮れたこと

が何度もありました。精神的にも参ってしまい、冷静な判断が出来ない状態だったと思

います。そんな時、強く強く「誰か助けて！」と思いました。SOS 出来る電話などがあ

ればと思いました。（子育て 119 番みたいな） 

〇定期的な家庭訪問や相談の場を設けてほしいという意見が多い。 

・２ケ月検診のように自宅訪問型の検診や相談する機会をもっと頻繁に設けてほしい。

また、同じ月齢の子たちが集まって相談できる場を定期的に設けてほしい。 

・月に１回程度の心理師や栄養士、助産師等と話しができる機会があれば良いと思う。

(個人で話がしたいと思う時に電話等しかできないのがあまり良くないので家とかに

来てほしい） 

○子どもとともに、保護者も交流できる場やイベントが求められている。 

・乳児の時の離乳食教室のような感じで、同じ年ごろの子育てをする親子で集まれるイ

ベントのようなものがあると良いと思う。 

・子供だけではなく親同士が交流する場などがあればうれしいです。私の場合、遠方にし
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か親族・友人がおらず少し寂しく思うことがあります。 

〇子供の発育、発達、関わり方等の育児に関する情報を講演会や教室の開催を望む意見

もある。 

・子供の発育、発達、関わり方に関する講演などあると幅が広がると思います。 

・年の近い子どもや親が集まれる、集いの案内が届くと行きやすい。保健師など子育てに

ついて、アドバイス等をしてくれる人の訪問やアンケートの実施。 

（３）経済的支援について（23 件） 

○子育てに関する経済的支援や、保育料等の経済的負担の軽減を求める意見が多くみ

られる。 

・金銭面のサポートが一番だと思います。お金があれば働く時間を少し減らしたり、サポ

ートを受ける為の料金に使ったり。 

・保育料が高すぎます。３歳未満は収入に応じてになっていますが、共働きが多い現代見

直すべきです。子どもへの助成金は、３歳になった月から 15000 円から 10000 円に減

額されるのに、保育所では満３歳まで保育料がかかるのはおかしくないでしょうか。４

月生まれの子供は特に不利だと思います。 

（４）子どもたちの遊び場・居場所について（19 件） 

○子どもが安全に安心して遊べる場、土・日曜日も室内で遊べる場が望まれている。 

・安全第一で色々な経験をさせて頂けるサポートがあるといいと思います。 

・町内で土日でも室内で遊べる施設があると嬉しい 

・気軽に子連れで行ける場所がもっと町内にあると良い。全天候型の遊び場が、４地区に

あると良い。 

（５）仕事と育児の両立について（13 件） 

○子どもの病気時には仕事を休みやすい職場環境を望む意見が多い。 

・子供の病気で仕事を休む際に、快く休ませてもらえるような職場の体制が整っている

こと。そのような会社に対して、町が支援や金銭面でのサポートをするなど。 

・旦那側の仕事（職場）の子育てに対する配慮。夫・パートだけを対象としたセミナーで、

母体のことや子育ての大変さを学べる機会を作って欲しい。 

（６）情報提供について（７件） 

○小学校や学童保育、習い事等に関する情報が求められている。 

・就学前に小学校の生活について詳しく聞けると有難いです。学童保育の利用について

も詳しく知りたいと思う。 

・習い事などに関しての情報を知る術が欲しいです。また、スポーツ系の習い事をまちの

情報誌に載せていただいていますが、選択肢が狭く近隣の市町の情報を知ることが出

来ないかと思います 

（７）その他（15 件） 

○小児医療体制や地域活動に関する意見がある。 

・病院の待ち時間がもう少し減ると良い。 

・日曜や夜間の緊急病院がパリオの近くでは遠すぎる。 

・強いてあげるなら、地域等の活動に対する負担の軽減。 

（回答者数＝192 人、回答件数＝203 件） 
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１－４ 保護者の就労状況 

問 11：保護者の現在の就労状況 

保護者の現在の就労状況について尋ねた。 

（１）母親の現在の就労状況 

「フルタイム」が 41.9％で最も高く、次いで「パート・アルバイト等」が 27.8％、

「フルタイム【現在、産休・育休・介護休業中】」が 16.3％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平成 30 年度調査結果】 

 

41.3%

11.4%

32.0%

3.8%

9.8%

0.3%

1.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1.フルタイムで就労しており、

産休・育休・介護休業中ではない

2.フルタイムで就労しているが、

産休・育休・介護休業中である

3.パート・アルバイト等で就労しており、

産休・育休・介護休業中ではない

4.パート・アルバイト等で就労しているが、

産休・育休・介護休業中である

5.以前は就労していたが、

現在は就労していない

6.これまで就労したことがない

無回答
回答者数＝651

41.9%

16.3%

27.8%

5.7%

5.2%

0.2%

2.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

フルタイム

フルタイム

【現在、産休・育休・介護休業中】

パート・アルバイト等

パート・アルバイト等

【現在、産休・育休・介護休業中】

以前は就労していたが、現在は就労していない

これまで就労したことがない

無回答 N=632



 11 

（２）父親の現在の就労状況 

「フルタイム」が 91.1％で最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平成 30 年度調査結果】 

 

 

 

83.4%

0.2%

1.8%

0.2%

0.3%

0.0%

14.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1.フルタイムで就労しており、

育休・介護休業中ではない

2.フルタイムで就労しているが、

育休・介護休業中である

3.パート・アルバイト等で就労しており、

育休・介護休業中ではない

4.パート・アルバイト等で就労しているが、

育休・介護休業中である

5.以前は就労していたが、

現在は就労していない

6.これまで就労したことがない

無回答

回答者数＝651

91.1%
0.5%

0.9%

0.0%

0.2%

0.0%

7.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

フルタイム

フルタイム

【現在、産休・育休・介護休業中】

パート・アルバイト等

パート・アルバイト等

【現在、産休・育休・介護休業中】

以前は就労していたが、現在は就労していない

これまで就労したことがない

無回答 N=632
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問 12：保護者の現在の就労日数・時間 

問 11 で「就労している」と回答した方に現在の就労日数と時間、家を出る時刻・帰

宅時刻を尋ねた。 

（１）母親の現在の就労日数・時間 

■ １週当たりの就労日数 

「週５日」が 450 人(77.6％)で最も多く、次いで、「週６日」が 57 人(9.8％)、「週４

日」が 45 人(7.8％)となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ １日当たりの就労時間 

「８時間」が 237 人(40.9％)で最も多く、次いで「７時間」が 114 人(19.7％)、「６

時間」が 94 人(16.2％)となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0.7%

4.7%

7.8%

16.2%

19.7%

40.9%

3.4%

2.1%

1.4%

1.0%

2.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

4時間未満

4時間

5時間

6時間

7時間

8時間

9時間

10時間

11時間

12時間以上

無回答
N=580

0.2%

0.3%

2.1%

7.8%

77.6%

9.8%

0.7%

1.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

週１日

週２日

週３日

週４日

週５日

週６日

週７日

無回答 N=580
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■ 「家を出る時刻について」 

「８時台」が 284 人(49.0％)で最も多く、次いで「７時台」が 190 人(32.8％)、「９

時台」が 69 人(11.9％)となっている。 

平成 30 年度調査結果と比べると、「８時台」が 16 ポイント増加する一方で、「６時

台」が 23 ポイント減少している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平成 30 年度調査結果】 

 
  

1.6%

24.8%

24.8%

33.0%

6.7%

0.8%

0.3%

0.7%

7.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

6：00前

6：00台

7：00台

8：00台

9：00台

10：00台

11：00台

12：00以降

無回答
回答者数＝576

0.5%

1.7%

32.8%

49.0%

11.9%

0.7%

0.0%

1.0%

2.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

6:00前

6:00台

7:00台

8:00台

9:00台

10:00台

11:00台

12:00以降

無回答 N=580
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■ 「帰宅時刻について」 

「18 時台」が 188 人(32.4％)で最も多く、次いで「17 時台」が 157 人(27.1％)、「16

時台」が 96 人(16.6％)となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）父親の現在の就労日数・時間 

■ １週当たりの就労日数 

「週５日」が 360 人(61.5％)で最も多く、次いで、「週６日」が 170 人(29.1％)とな

っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

10.9%

16.6%

27.1%

32.4%

8.1%

2.1%

0.2%

0.2%

2.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

16:00前

16:00台

17:00台

18:00台

19:00台

20:00台

21:00台

22:00以降

無回答 N=580

0.0%

0.3%

0.7%

1.0%

61.5%

29.1%

2.1%

5.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

週１日

週２日

週３日

週４日

週５日

週６日

週７日

無回答 N=585
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■ １日当たりの就労時間 

「８時間」が 326 人(55.7％)で最も多く、次いで「10 時間」が 77 人(13.2％)、「12

時間以上」が 52 人(8.9％) 、「９時間」が 50 人(8.5％)となっている。 

平成 30 年度調査結果と比べると、「８時間」が約 54 ポイント増加する一方で、「９時

間」と「11 時間」、「12 時間以上」は大きく減少している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

【平成 30 年度調査結果】 

 

0.0%

0.0%

0.3%

0.0%

0.4%

1.3%

27.7%

9.9%

28.7%

28.7%

3.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

４時間未満

４時間

５時間

６時間

７時間

８時間

９時間

10時間

11時間

12時間以上

無回答

回答者数＝557

0.2%

0.5%

0.2%

0.2%

2.1%

55.7%

8.5%

13.2%

3.9%

8.9%

6.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

4時間未満

4時間

5時間

6時間

7時間

8時間

9時間

10時間

11時間

12時間以上

無回答 N=585
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■ 「家を出る時刻について」 

「７時台」が 297 人(50.8％)で最も多く、次いで「８時台」が 124 人(21.2％)となっ

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 「帰宅時刻について」 

「18 時台」が 146 人(25.0％)で最も多く、次いで「19 時台」が 130 人(22.2％)とな

っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.6%

9.4%

50.8%

21.2%

1.9%

0.2%

0.0%

2.1%

8.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

6:00前

6:00台

7:00台

8:00台

9:00台

10:00台

11:00台

12:00以降

無回答 N=585

6.3%

0.5%

11.6%

25.0%

22.2%

13.0%

7.7%

4.1%

9.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

16:00前

16:00台

17:00台

18:00台

19:00台

20:00台

21:00台

22:00以降

無回答
N=585
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問 13：パート・アルバイト就労中の保護者のフルタイムへの転換希望 

問 11 で「パート・アルバイト等」と回答した方に、フルタイムへの転換希望につい

て尋ねた。 

（１）パート・アルバイト就労中の母親のフルタイムへの転換希望 

「パート・アルバイト等の就労を続けることを希望」が 47.6％で最も高く、次いで

「フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない」が 27.8％となってい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）パート・アルバイト就労中の父親のフルタイムへの転換希望 

「フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある」が 50.0％で最も高く

なっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フルタイムへの転換希望があり、実

現できる見込みがある

8.5%

フルタイムへの

転換希望はある

が実現できる見

込みはない

27.8%

パート・アルバイト等の

就労を続けることを希望

47.6%

パート・アルバイト等をやめて

子育てや家事に専念したい

1.4%

無回答

14.6%

N=212

フルタイムへ

の転換希望が

あり、実現で

きる見込みが

ある

50.0%

フルタイムへの転換

希望はあるが実現で

きる見込みはない

16.7%

パート・ア

ルバイト等

の就労を続

けることを

希望

16.7%

パート・アルバイト等をやめて

子育てや家事に専念したい

0.0%

無回答

16.7%

N=6
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問 14：未就労の保護者の就労希望 

問 11 で「以前は就労していたが、現在は就労していない」、「これまで就労したこと

がない」と回答した方に、就労希望の有無を尋ねた。 

「１年より先、一番下の子どもが( )歳になったころに就労したい」方には、就労す

るときの子どもの年齢、また就労希望の方には、希望する就労形態・勤務日数・時間つ

いて尋ねた。 

（１）未就労の母親の就労希望 

「すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい」が 44.1％で最も高く、「子育てや家

事などに専念したい（就労の予定はない）」が 29.4％,「１年より先、一番下の子ども

が( )歳になったころに就労したい」が 26.5％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 何歳からの就労を希望するか 

「２歳」と「３歳」がそれぞれ 33.3％で最も高く、次いで「６歳」と「７歳」がそれ

ぞれ 11.1％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.0%

33.3%

33.3%

0.0%

0.0%

11.1%

11.1%

11.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１歳になったころ

２歳になったころ

３歳になったころ

４歳になったころ

５歳になったころ

６歳になったころ

７歳になったころ

無回答

N=9

子育てや家事

などに専念し

たい（就労の

予定はない）

29.4%

１年より先、一

番下の子どもが

( )歳になったこ

ろに就労したい

26.5%

すぐにでも、も

しくは１年以内

に就労したい

44.1%

無回答

0.0%

N=34
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■ 未就労の母親の就労希望の形態 

「パートタイム、アルバイト等（フルタイム以外）」が 93.3％、「フルタイム（１週５

日程度・１日８時間程度の就労）」が 6.7％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フルタイム(１週５

日程度・１日８時間

程度の就労)

6.7%

パートタイム、アルバイト等

(「フルタイム」以外)

93.3%

無回答

0.0%

N=15
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■ 未就労の母親の就労希望の日数と時間 

●母親(パートタイム・アルバイト等)１週当たりの就労日数 

「週４日」と「週５日」が６人(42.9％)で最も多く、次いで「週３日」が２人(14.3％)

となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●母親(パートタイム・アルバイト等)１日当たりの就労時間 

「４時間」と「６時間」が４人(28.6％)で最も多く、次いで「５時間」が３人(21.4％)

となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0.0%

0.0%

14.3%

42.9%

42.9%

0.0%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

週１日

週２日

週３日

週４日

週５日

週６日

週７日

無回答 N=14

0.0%

28.6%

21.4%

28.6%

7.1%

14.3%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

4時間未満

4時間

5時間

6時間

7時間

8時間以上

無回答
N=14
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（２）未就労の父親の就労希望 

「すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい」を１名が希望している。 

 

■ 何歳からの就労を希望するか 

該当者なし。 

■ 未就労の父親の就労希望の形態 

「フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）」を１名が希望している。 

■ 未就労の父親の就労希望の日数と時間 

●父親(パートタイム・アルバイト等)１週当たりの就労日数 

該当者なし。 

●父親(パートタイム・アルバイト等)１日当たりの就労時間 

該当者なし。 
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１－５ 平日の定期的な教育・保育事業の利用状況 

問 15：平日の定期的な教育・保育事業の利用の有無 

調査対象児童の定期的な教育・保育事業の利用の有無について尋ねた。 

「利用している」が 84.3％、「利用していない」が 14.1％となっている。 

 

 

  

利用している

84.3%

利用して

いない

14.1%

無回答

1.6%

N=632
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問 16：利用している教育・保育事業の種類（複数回答） 

問 15 で「利用している」と回答した方に、利用しているサービスの種類を尋ねた。 

「認可保育所」が 58.7％で最も高く、次いで「認定こども園」が 35.6％となってい

る。 

平成 30 年度調査結果と比べると、「認定こども園」が 34 ポイント増加する一方で、

「認可保育所」が約 30 ポイント減少している。 

 

  

3.4%

0.2%

58.7%

35.6%

1.5%

0.0%

0.4%

0.0%

0.0%

0.6%

0.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

幼稚園（通常の就園時間の利用）

幼稚園の預かり保育（通常の就園時間を延長して

預かる事業のうち定期的な利用のみ）

認可保育所（国が定める最低基準に適合した施設で

都道府県等の認可を受けた保育施設）

認定こども園（幼稚園と保育施設の

機能を併せ持つ施設）

小規模な保育施設（国が定める最低基準に適合した

施設で市町村の認可を受けた定員が

概ね６～19人の施設）

家庭的保育（保育者の家庭等で子どもを

保育する事業）

事業所内保育施設（企業が主に従業員用に

運営する施設）

その他の認可外の保育施設

居宅訪問型保育（ベビーシッターのような

保育者が子どもの家庭で保育する事業）

その他

無回答
N=533
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【平成 30 年度調査結果】 

 

 

 

5.0%

0.5%

88.2%

1.6%

1.6%

0.2%

1.2%

1.7%

0.0%

0.0%

0.0%

0.7%

1.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1.幼稚園

2.幼稚園の預かり保育

3.認可保育所

4.認定こども園

5.小規模的な保育施設

6.家庭的保育

7.事務所内保育施設

8.自治体の認証・認定保育施設

9.その他の認可外の保育施設

10.居宅訪問型保育

11.ファミリー・サポート・センター

12.その他

無回答

回答者数＝651
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問 17：利用している教育・保育事業の利用量 

問15で「利用している」と回答した方に、教育・保育事業の現在と希望の利用量を尋

ねた。 

（１）：現 在 

■ １週当たりの利用日数 

「週５日」が 495 人(92.9％)で最も多く、次いで「週６日」が 23 人(4.3％)となって

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ■ １日当たりの利用時間 

「８時間」が 201 人(37.7％)で最も多く、次いで「９時間」が 124 人(23.3％)、「７

時間」が 99 人(18.6％)となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.6%

0.0%

0.6%

0.2%

92.9%

4.3%

0.0%

1.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

週１日

週２日

週３日

週４日

週５日

週６日

週７日

無回答 N=533

0.4%

0.4%

0.0%

2.1%

18.6%

37.7%

23.3%

12.4%

1.9%

0.4%

3.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

4時間未満

4時間

5時間

6時間

7時間

8時間

9時間

10時間

11時間

12時間以上

無回答

N=533
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 ■ 開始時刻 

「８時台」が 304 人(57.0％)で最も多く、次いで「９時台」が 161 人(30.2％)、「７

時台」が 59 人(11.1％)となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ■ 終了時刻 

「16 時台」が 260 人(48.8％)で最も多く、次いで「17 時台」が 179 人(33.6％)、「18

時台」が 73 人(13.7％)となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.0%

11.1%

57.0%

30.2%

0.0%

0.0%

0.0%

1.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

6:00台

7:00台

8:00台

9:00台

10:00台

11:00台

12:00以降

無回答

N=533

0.0%

0.8%

0.0%

0.0%

1.3%

48.8%

33.6%

13.7%

0.2%

1.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

12:00前

12:00台

13:00台

14:00台

15:00台

16:00台

17:00台

18:00台

19:00以降

無回答
N=533
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（２）：希 望 

■ １週当たりの利用日数 

「週５日」が 325 人(61.0％)で最も多く、次いで「週６日」が 33 人(6.2％)となって

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ■ １日当たりの利用時間 

「８時間」が 123 人(23.1％)で最も多く、次いで「９時間」が 92 人(17.3％)となっ

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.4%

0.2%

0.0%

0.6%

61.0%

6.2%

0.6%

31.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

週１日

週２日

週３日

週４日

週５日

週６日

週７日

無回答
N=533

0.2%

0.4%

0.4%

0.9%

9.2%

23.1%

17.3%

10.3%

4.5%

1.5%

32.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

4時間未満

4時間

5時間

6時間

7時間

8時間

9時間

10時間

11時間

12時間以上

無回答

N=533
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 ■ 開始時刻 

「８時台」が 216 人(40.5％)で最も多く、次いで「９時台」が 97 人(18.2％)となっ

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ■ 終了時刻 

「16 時台」が 130 人(24.4％)で最も多く、次いで「17 時台」が 123 人(23.1％)、「18

時台」が 88 人(16.5％)となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0.0%

8.8%

40.5%

18.2%

0.4%

0.2%

0.0%

31.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

6:00台

7:00台

8:00台

9:00台

10:00台

11:00台

12:00以降

無回答
N=533

0.0%

0.4%

0.2%

0.0%

0.8%

24.4%

23.1%

16.5%

2.8%

31.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

12:00前

12:00台

13:00台

14:00台

15:00台

16:00台

17:00台

18:00台

19:00以降

無回答

N=533
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問 18：平日に教育・保育事業を利用していない理由（複数回答） 

問 15 で「利用していない」と回答した方に、平日に教育・保育事業を利用していな

い理由を尋ねた。 

「子どもがまだ小さいため、( )歳くらいになったら利用しようと考えている」方に

は、利用したい時の子どもの年齢について尋ねた。 

「子どもがまだ小さいため、( )歳くらいになったら利用しようと考えている」が

51.7％で最も高く、次いで「利用する必要がない」34.8％、「子どもの祖父母や親戚の

人がみている」13.5％となっている。 

 
 

  

34.8%

13.5%

0.0%

2.2%

1.1%

0.0%

1.1%

51.7%

11.2%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用する必要がない（子どもの母親か父親が

就労していないなど）

子どもの祖父母や親族の人がみている

近所の人や父母の友人・知人がみている

利用したいが、保育・教育の事業に空きがない

利用したいが、経済的な理由で

事業を利用できない

利用したいが、延長・夜間等の時間帯の

条件が合わない

利用したいが、事業の質や場所など、

納得できる事業がない

子どもがまだ小さいため( )歳くらいになったら

利用しようと考えている

その他

無回答

N=89
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■ 保育サービスを利用させ始める子どもの年齢 

「１歳」が 29 人(63.0％)で最も多く、次いで「２歳」が８人(17.4％)、「３歳」が７

人(15.2％)となっている。 

平成 30 年度調査結果と比べると、「１歳」が約 31 ポイント増加する一方で、「２歳」

と「３歳」は減少している。 

 

 

 

【平成 30 年度調査結果】 

  

 

63.0%

17.4%

15.2%

0.0%

2.2%

2.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１歳になったら

２歳になったら

３歳になったら

４歳になったら

５歳になったら

無回答
N=46

31.6%

31.6%

26.3%

7.9%

2.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1歳になったとき

2歳になったとき

3歳になったとき

4歳になったとき

無回答 回答者数＝38



 31 

問 19：今後平日に定期的に利用したい教育・保育事業（複数回答） 

現在利用している、利用していないにかかわらず、今後平日に定期的に利用したい教

育・保育事業について尋ねた。 

「認可保育所」が60.6％で最も高く、次いで「認定こども園」が 48.4％となっている。 

平成 30 年度調査結果と比べると、「認定こども園」が約 19 ポイント増加する一方で、

「認可保育所」が約 19 ポイント減少している。 

 
【平成 30 年度調査結果】 

 

13.6%

8.4%

60.6%

48.4%

6.3%

4.6%

4.9%

0.5%

5.9%

1.6%

5.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

幼稚園（通常の就園時間の利用）

幼稚園の預かり保育（通常の就園時間を延長して預かる

事業のうち定期的な利用のみ）

認可保育所（国が定める最低基準に適合した施設で

都道府県等の認可を受けた保育施設）

認定こども園（幼稚園と保育施設の機能を

併せ持つ施設）

小規模な保育施設（国が定める最低基準に適合した施設

で市町村の認可を受けた定員が概ね６～１９人の施設）

家庭的保育（保育者の家庭等で子どもを保育する事業）

事業所内保育施設（企業が主に従業員用に

運営する施設）

その他の認可外の保育施設

居宅訪問型保育（ベビーシッターのような保育者が

子どもの家庭で保育する事業）

その他

無回答
N=632

14.1%

6.9%

80.0%

29.0%

7.1%

1.7%

6.6%

2.8%

0.5%

2.0%

4.3%

0.8%

3.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1.幼稚園

2.幼稚園の預かり保育

3.認可保育所

4.認定こども園

5.小規模な保育施設

6.家庭的保育

7.事業所内保育施設

8.自治体の認証・認定保育施設

9.その他の認可外の保育施設

10.居宅訪問型保育

11.ファミリー・サポート・センター

12.その他

無回答

回答者数＝651
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１－６ 地域の子育て支援事業の利用状況 

問 20：子育て支援センター等の利用状況（複数回答） 

調査対象児童の子育て支援センター等の利用の有無と、利用回数について尋ねた。 

「利用していない」が 88.0％で最も高く、次いで「子育て支援センター」が 9.2％と

なっている。 

 

9.2%

2.1%

88.0%

2.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子育て支援センター

その他越前町で実施している育児教室、マタニティ

教室、すみずみ子育てサポートなど

利用していない

無回答
N=632
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■ 利用回数 

●子育て支援センターの利用回数（１週当たり） 

「週２回」が 15 人(25.9％)で最も多く、次いで「週１回」が９人(15.5％)となって

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●子育て支援センターの利用回数（１ヶ月当たり） 

「５回未満」が 34 人(58.6％)で最も多く、次いで「５～10 回未満」が７人(12.1％)

となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

58.6%

12.1%

0.0%

0.0%

29.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

5回未満

5～10回未満

10～20回未満

20～31回未満

無回答
N=58

15.5%

25.9%

3.4%

3.4%

0.0%

0.0%

0.0%

51.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

無回答
N=58
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●その他越前町で実施している事業の利用回数（１週当たり） 

「週１回」が２人(15.4％)で最も多く、次いで「週２回」が１人(7.7％)となってい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●その他越前町で実施している事業の利用回数（１ヶ月当たり） 

「５回未満」が６人(46.2％)で最も多くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

46.2%

0.0%

0.0%

0.0%

53.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

5回未満

5～10回未満

10～20回未満

20～31回未満

無回答 N=13

15.4%

7.7%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

76.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

無回答

N=13
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問 21：子育て支援センター等の今後の利用希望 

子育て支援センター等の今後の利用希望と、子育て支援センター等を利用したい、ま

たは利用回数を増やしたい方に、利用希望回数を尋ねた。 

「新たに利用したり、利用日数を増やしたいとは思わない」が 63.9％で最も高く、

次いで「利用していないが、今後利用したい」20.3％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用していな

いが、今後利

用したい

20.3%
すでに利用し

ているが、今

後利用日数を

増やしたい

6.2%新たに利用したり、

利用日数を増やした

いとは思わない

63.9%

無回答

9.7%

N=632
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■ 利用希望回数 

●子育て支援センター等の利用希望回数（１週当たり） 

「週１回」が 27 人(21.1％)で最も多く、次いで「週２回」が 11 人(8.6％)となって

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●子育て支援センター等の利用希望回数（１ヶ月当たり） 

「５回未満」が 72 人(56.3％)で最も多く、次いで「５～10 回未満」が９人(7.0％)

となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

56.3%

7.0%

0.0%

1.6%

35.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

5回未満

5～10回未満

10～20回未満

20～31回未満

無回答 N=128

21.1%

8.6%

1.6%

0.0%

1.6%

0.0%

0.0%

67.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

無回答 N=128
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 ■ 増やしたい回数 

●子育て支援センター等の増やしたい利用希望回数（１週当たり） 

「週１回」が 11 人(28.2％)で最も多く、次いで「週２回」と「週３回」が７人(17.9％)

となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●子育て支援センター等の増やしたい利用希望回数（１ヶ月当たり） 

「５回未満」が 14 人(35.9％)で最も多く、次いで「10～20 回未満」が５人(12.8％)

となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

35.9%

2.6%

12.8%

0.0%

48.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

5回未満

5～10回未満

10～20回未満

20～31回未満

無回答 N=39

28.2%

17.9%

17.9%

5.1%

0.0%

0.0%

0.0%

30.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

無回答

N=39
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問 22：地域の子育て支援事業の認知度・利用状況及び今後の希望 

地域の子育て支援事業の認知度、利用度、利用意向ついて尋ねた。 

■ 地域子育て支援事業の認知度 

『知っている』の割合が最も高いのは「育児相談・教室、マタニティ教室、離乳食教

室など」91.8％、次いで「児童館」91.3％、「子育て支援センター」91.1％となってい

る。 

『知らない』の割合が最も高いのは「すみずみ子育てサポート」71.4％で、次いで「公

民館などの家庭教育に関する学級・講座」70.1％、「教育委員会や学校の教育相談」

57.6％となっている。 

平成 30 年度調査結果と比べると、「子育てサロンなど（親子の集いの場）」と「公民

館などの家庭教育に関する学級・講座」は、『知っている』の割合が 10 ポイント以上減

少している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

91.8%

25.0%

25.8%

38.3%

57.3%

91.1%

91.3%

3.6%

71.4%

70.1%

57.6%

38.3%

4.1%

5.4%

4.6%

3.6%

4.1%

4.1%

4.4%

4.7%

3.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

育児相談・教室、マタニティ教室、離乳食教室など

すみずみ子育てサポート

公民館などの家庭教育に関する学級・講座

教育委員会や学校の教育相談

子育てサロンなど（親子の集いの場）

子育て支援センター

児童館

N=632知っている 知らない 無回答
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【平成 30 年度調査結果】 

 

 

 

91.6%

35.9%

43.2%

77.7%

72.5%

91.6%

92.0%

3.4%

59.3%

53.0%

17.7%

22.7%

4.1%

3.4%

5.1%

4.8%

3.8%

4.6%

4.8%

4.3%

4.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1.育児相談、マタニティ教室、

離乳食教室など

2.公民館などの家庭教育に関する

学級・講座

3.教育委員会や学校の教育相談

4.保育所の園庭等の開放

5.子育てサロンなど（親子の集いの場）

6.地域子育て支援センター

7.児童館

知っている

知らない

無回答

回答者数＝651
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■ 地域子育て支援事業の利用状況 

『利用したことがある』の割合が最も高いのは「子育て支援センター」69.5％で、次

いで「育児相談・教室、マタニティ教室、離乳食教室など」63.9％、「児童館」30.5％

となっている。 

『利用したことがない』の割合が最も高いのは「すみずみ子育てサポート」88.8％で、

次いで「教育委員会や学校の教育相談」で 88.1％、「公民館などの家庭教育に関する学

級・講座」で 86.2％となっている。 

平成 30 年度調査結果と比べると、「子育てサロンなど（親子の集いの場）」は『利用

したことがある』が約 11 ポイント減少している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

63.9%

2.1%

4.6%

3.0%

21.8%

69.5%

30.5%

30.9%

88.8%

86.2%

88.1%

71.4%

25.8%

63.8%

5.2%

9.2%

9.2%

8.9%

6.8%

4.7%

5.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

育児相談・教室、マタニティ教室、離乳食教室など

すみずみ子育てサポート

公民館などの家庭教育に関する学級・講座

教育委員会や学校の教育相談

子育てサロンなど（親子の集いの場）

子育て支援センター

児童館

N=632利用したことがある 利用したことがない 無回答
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【平成 30 年度調査結果】 

 

 

 

 

 

  

68.7%

7.1%

5.5%

52.1%

33.0%

63.7%

39.3%

26.9%

84.8%

87.1%

42.4%

60.7%

31.3%

54.4%

4.5%

8.1%

7.4%

5.5%

6.3%

4.9%

6.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1.育児相談、マタニティ教室、

離乳食教室など

2.公民館などの家庭教育に関する

学級・講座

3.教育委員会や学校の教育相談

4.保育所の園庭等の開放

5.子育てサロンなど（親子の集いの場）

6.地域子育て支援センター

7.児童館
利用したことがある

利用したことがない

無回答回答者数＝651



 42 

■ 地域子育て支援事業の今後の希望 

『利用したい』の割合が最も高いのは「児童館」79.0％で、次いで「子育て支援セン

ター」54.1％となっている。 

『利用したくない』の割合が最も高いのは「公民館などの家庭教育に関する学級・講

座」54.3％で、次いで「すみずみ子育てサポート」54.1％、「教育委員会や学校の教育

相談」52.2％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

認知度・利用度ともに高いサービスは「育児相談・教室、マタニティ教室、離乳食教

室など」で、認知度・今後の利用意向が高いサービスは「児童館」、利用度・今後の利

用意向が高いサービスは「子育て支援センター」となっている。 

認知度・利用度・利用意向の全てが低いサービスは、「すみずみ子育てサポート」、「公

民館などの家庭教育に関する学級・講座」、「教育委員会や学校の教育相談」となってい

る。 

 

43.2%

34.8%

35.8%

38.1%

41.0%

54.1%

79.0%

46.5%

54.1%

54.3%

52.2%

48.6%

36.2%

13.3%

10.3%

11.1%

10.0%

9.7%

10.4%

9.7%

7.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

育児相談・教室、マタニティ教室、離乳食教室など

すみずみ子育てサポート

公民館などの家庭教育に関する学級・講座

教育委員会や学校の教育相談

子育てサロンなど（親子の集いの場）

子育て支援センター

児童館

N=632
利用したい 利用したくない 無回答
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１－７ 土曜・休日や長期休暇中の定期的な教育・保育事業の利用希望 

問 23：土曜日と日曜日・祝日の定期的な教育・保育事業の利用希望 

調査対象児童ついて土・日・祝日に定期的な利用希望の有無と、「利用したい」方に

は、利用したい時間帯を尋ねた。 

（１）土曜日の定期的な教育・保育事業の利用希望 

「利用する必要はない」が 61.6％で最も高く、次いで「月に１～２回は利用したい」

29.9％、「ほぼ毎週利用したい」7.3％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用する必要は

ない

61.6%

ほぼ毎週利

用したい

7.3%

月に１～２回は

利用したい

29.9%

無回答

1.3%

N=632
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■ 利用希望の時間帯 

●利用したい時間帯(開始時刻) 

「８時台」が 120 人(51.1％)で最も多く、次いで「９時台」が 64 人(27.2％)、「７時

台」が 27 人(11.5％)となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●利用したい時間帯(終了時刻) 

「17 時台」が 65 人(27.7％)で最も多く、次いで「16 時台」が 53 人(22.6％)、「18 時

台」が 52 人(22.1％)となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11.5%

51.1%

27.2%

2.6%

0.0%

0.0%

0.9%

6.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

7:00台

8:00台

9:00台

10:00台

11:00台

12:00台

13:00以降

無回答 N=235

0.0%

3.4%

9.4%

2.1%

4.7%

22.6%

27.7%

22.1%

1.3%

6.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

12:00前

12:00台

13:00台

14:00台

15:00台

16:00台

17:00台

18:00台

19:00以降

無回答
N=235
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（２）日曜・祝日の定期的な教育・保育事業の利用希望 

「利用する必要はない」が 83.2％で最も高く、次いで「月に１～２回は利用したい」

13.8％、「ほぼ毎週利用したい」1.7％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用する必要はない

83.2%

ほぼ毎週利用

したい

1.7%

月に１～２回

は利用したい

13.8%

無回答

1.3%

N=632
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■ 利用希望の時間帯 

●利用したい時間帯(開始時刻) 

「８時台」が 44 人(44.9％)で最も多く、次いで「９時台」が 29 人(29.6％)、「７時

台」が 11 人(11.2％)となっている。 

平成 30 年度調査結果と比べると、「８時台」が約 14 ポイント減少している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平成 30 年度調査結果】 

 

6.4%

58.7%

23.9%

2.8%

0.0%

0.0%

3.7%

4.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

7：00台

8：00台

9：00台

10：00台

11：00台

12：00台

13：00以降

無回答 回答者数＝109

11.2%

44.9%

29.6%

6.1%

0.0%

0.0%

3.1%

5.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

7:00台

8:00台

9:00台

10:00台

11:00台

12:00台

13:00以降

無回答
N=98
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●利用したい時間帯(終了時刻) 

「18 時台」が 28 人(28.6％)で最も多く、次いで「17 時台」が 26 人(26.5％)、「16 時

台」が 22 人(22.4％)となっている。 

平成 30 年度調査結果と比べると、「18 時以降」は約 29 ポイント増加する一方で、「15

時台」が約 20 ポイント減少している。 

 

    

 

 

【平成 30 年度調査結果】 

 

0.0%

7.1%

3.1%

0.0%

5.1%

22.4%

26.5%

28.6%

2.0%

5.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

12:00前

12:00台

13:00台

14:00台

15:00台

16:00台

17:00台

18:00台

19:00以降

無回答

N=98

2.8%

0.0%

0.0%

3.7%

24.8%

30.3%

32.1%

1.8%

4.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

12：00前

12：00台

13：00台

14：00台

15：00台

16：00台

17：00台

18：00以降

無回答
回答者数＝109
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★問 24：たまに利用したい理由（複数回答） 

問 23（１）または（２）で「月に１～２回は利用したい」と回答した方に、毎週では

なく、たまに利用したい理由について尋ねた。 

「月に数回仕事が入るため」が 74.0％で最も高く、次いで「平日に済ませられない

用事をまとめて済ませるため」32.6％、「息抜きのため」30.2％となっている。 

 

 

  

74.0%

32.6%

1.4%

30.2%

7.4%

0.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

月に数回仕事が入るため

平日に済ませられない用事をまとめて

済ませるため

親族の介護や手伝いが必要なため

息抜きのため

その他

無回答 N=215
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１－８ 病気の際の対応 

問 25：子どもの病気やケガで通常の教育・保育事業を利用できなかったことの有無 

問 15 で平日の定期的な教育・保育の事業を利用していると答えた保護者の方に、こ

の１年間子どもが病気やケガのために通常の事業が利用出来なかったことの有無を尋

ねた。また、「あった」方には、その対処方法とその日数を尋ねた。 

「あった」が 89.5％、「なかった」が 9.0％となっている。 

平成 30 年度調査結果と比べると、「あった」が約 11 ポイント増加している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平成 30 年度調査結果】 

 

  

1.あった

78.3%

2.なかった

19.2%

無回答

2.4%

回答者数＝577

あった

89.5%

なかった

9.0%

無回答

1.5%

N=533
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■ 利用できなかった場合の対処方法（複数回答） 

「母親が休んだ」が 88.1％で最も高く、次いで「（同居者を含む）親族・知人にみて

もらった」が 51.8％、「父親が休んだ」が 33.5％となっている。 

平成 30 年度調査結果と比べると、「父親が休んだ」と「母親が休んだ」が 10 ポイン

ト以上増加している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平成 30 年度調査結果】 

 

21.5%

77.2%

61.5%

10.4%

9.1%

0.2%

0.2%

0.4%

0.7%

1.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1.父親が休んだ

2.母親が休んだ

3.（同居者を含む）親族・知人に子どもをみてもらった

4.父親又は母親のうち就労していない方が子どもをみた

5.病児・病後児の保育を利用した

6.ベビーシッターを利用した

7.ファミリー・サポート・センターを利用した

8.仕方なく子どもだけで留守番をさせた

9.その他

無回答
回答者数＝452

33.5%

88.1%

51.8%

11.1%

5.0%

0.0%

0.4%

1.3%

1.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

父親が休んだ

母親が休んだ

(同居者を含む)親族・知人に子どもをみてもらった

父親又は母親のうち就労していない方が子どもをみた

病児・病後児の保育を利用した

ベビーシッターを利用した

仕方なく子どもだけで留守番をさせた

その他

無回答
N=477
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■ 対処方法別の年間日数 

●父親が休んだ 

「１～５日」が 113 人(70.6％)で最も多く、次いで「６～10 日」が 36 人(22.5％)と

なっている。 

●母親が休んだ 

「１～５日」が 146 人(34.8％)で最も多く、次いで「６～10 日」が 124 人(29.5％)、

「16～20 日」が 58 人(13.8％)となっている。 

●（同居者を含む）親族・知人に預けた 

「１～５日」が 139 人(56.3％)で最も多く、次いで「６～10 日」が 65 人(26.3％)、

「16～20 日」が 19 人(7.7％)となっている。 

●就労していない保護者がみた 

「１～５日」が 18 人(34.0％)で最も多く、次いで「６～10 日」が 13 人(24.5％)、

「26～30 日」が７人(13.2％)となっている。 

●病児・病後児サービスを利用した 

「１～５日」が 17 人(70.8％)で最も多く、次いで「６～10 日」が６人(25.0％)、「16

～20 日」が１人(4.2％)となっている。 

●ベビーシッターを利用した 

該当者なし。 

●仕方なく子どもだけで留守番をさせた 

「１～５日」が２人(100.0%)となっている。 

●その他 

「１～５日」が２人(33.3％)で最も多く、次いで「16～20 日」が１人(16.7％)、とな

っている。 
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問 26：病児・病後児保育施設等の利用希望 

問 25 で「父親が仕事を休んだ」もしくは「母親が仕事を休んだ」と回答した方に、

病児・病後児保育施設等の利用希望と、「利用したい」方には、利用したい日数（年間）

を尋ねた。 

「利用したいとは思わない」が 68.9％で、「できれば病児・病後児保育施設等を利

用したい」が 30.8％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平成 30 年度調査結果】 

 

  

1．できれば病児・病

後児保育施設等を利

用したい

37.4%

2．利用したいとは思

わない

60.4%

無回答

2.2%

回答者数＝361

できれば病児・

病後児保育施設

等を利用したい

30.8%

利用したいとは思わない

68.9%

無回答

0.2%

N=425
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■ 病児・病後児保育施設等の利用希望の日数 

●利用したい日数（年間） 

「１～５日」が 51 人(38.9％)で最も多く、次いで「６～10 日」が 35 人(26.7％)、

「16～20 日」が 11 人(8.4％)となっている。 

平成 30 年度調査結果と比べると、「６～10 日」が約 10 ポイント増加する一方で、「１

～５日」が約 17 ポイント減少している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平成 30 年度調査結果】 

  

56.3%

16.3%

0.0%

0.0%

0.0%

4.4%

0.7%

22.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１～５日

６～10日

11～15日

16～20日

21～25日

26日～30日

31日以上

無回答 回答者数＝135

38.9%

26.7%

0.8%

8.4%

0.0%

6.1%

0.8%

18.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1～5日

6～10日

11～15日

16～20日

21～25日

26～30日

31日以上

無回答
N=131
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★問 27：病児・病後児保育施設の予約状況 

病児・病後児保育施設等を利用したかったが、予約できなかったことの有無と、「あ

った」場合、予約できなかった回数（年間）を尋ねた。 

「なかった」が 50.4％で、「あった」が 33.6％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 予約できなかった回数（年間） 

「１～５回」が 36 人(81.8％)で最も多く、次いで「６～10 回」が６人(13.6％)とな

っている。 

 

問 28：病児・病後児の保育施設等の利用を希望しない理由（複数回答） 

問 26 で「利用したいとは思わない」と回答した方に、病児・病後児の保育施設等の

利用を希望しない理由を尋ねた。 

「親が仕事を休んで対応する」が 57.3％で最も高く、次いで「病児・病後児を他人

にみてもらうのは不安」が 48.8％、「利用料がかかる・高い」が 25.3％となっている。 

 

48.8%

5.1%

9.9%

25.3%

14.0%

57.3%

24.6%

0.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

病児・病後児を他人にみてもらうのは不安

地域の事業の質に不安がある

地域の事業の利便性（立地や利用可能時間・

日数など）がよくない

利用料がかかる・高い

利用料がわからない

親が仕事を休んで対応する

その他

無回答 N=293

あった

33.6%

なかった

50.4%

無回答

16.0%

N=131



 55 

１－９ 不定期な教育・保育事業や宿泊を伴う一時預かり等の利用 

問 29：私用や親の通院、不定期の就労等を理由として家族以外に預けたことの有無（複数

回答） 

この１年間で、日中の定期的な保育や病気のため以外に、私用、親の通院、不定期の

就労等の目的で不定期に利用している事業の有無と、「利用している」方には、その際

の日数（年間）を尋ねた。 

「利用していない」が 91.9％を占めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 対処方法別の利用日数（年間） 

●一時預かり 

「１～５日」が９人(52.9％)で最も多く、次いで「６～10 日以上」が２人(11.8％)

となっている。 

●認定こども園・幼稚園の預かり保育 

「１～５日」が 12 人(50.0％)で最も多く、次いでと「６～10 日」が４人(16.7％)な

っている。 

●夜間養護等事業：トワイライトステイ 

該当者なし。 

●ベビーシッター 

「31 日以上」が２人(100.0％)となっている。 

●その他 

該当者なし。 

 

2.7%

3.8%

0.0%

0.3%

0.0%

91.9%

1.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一時預かり

認定こども園・幼稚園の預かり保育

夜間養護等事業：トワイライトステイ

ベビーシッター

その他

利用していない

無回答 N=632
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問 30：現在利用していない理由（複数回答） 

問 29 で「利用していない」と回答した方に理由を尋ねた。 

「特に利用する必要がない」が 80.9％で最も高く、次いで「事業の利用方法(手続き

等)がわからない」が 14.5％、「自分が事業の対象になるのかどうかわからない」が

13.6％となっている。 

 

 

  

80.9%

7.4%

3.6%

5.0%

10.0%

9.8%

13.6%

14.5%

2.8%

0.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

特に利用する必要がない

利用したい事業が地域にない

地域の事業の質に不安がある

地域の事業の利便性（立地や利用可能時間・

日数など）がよくない

利用料がかかる・高い

利用料がわからない

自分が事業の対象者になるのかどうかわからない

事業の利用方法（手続き等）がわからない

その他

無回答 N=581
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問 31：私用や親の通院、不定期の就労等を理由とする利用希望の有無 

調査対象児童について、私用や親の通院、不定期就労などの目的で事業を利用する必

要の有無と、「利用したい」方には、利用目的と必要な日数（年間）を尋ねた。 

「利用する必要はない」が 61.2％で、「利用したい」が 36.6％となっている。 

平成 30 年度調査結果と比べると、「利用したい」が約 11 ポイント増加している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平成 30 年度調査結果】 

 

  

1.利用したい

25.3%

2.利用する必要は

ない
68.0%

無回答

6.6%

回答者数＝651

利用したい

36.6%

利用する必要は

ない

61.2%

無回答

2.2%

N=632
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■ 利用目的（複数回答） 

「私用(買物、子ども(兄弟姉妹を含む)や親の習い事等)、リフレッシュ目的」74.9％

が最も高く、次いで、「冠婚葬祭、学校行事、子ども(兄弟姉妹を含む)や親の通院等」

が 62.3％、「不定期の就労」が 35.1％となっている。 

 
■ 目的別の利用希望日数（年間） 

●私用（買物、子ども（兄弟姉妹を含む）や親の習い事等）、リフレッシュ目的 

「１～５日」が 70 人（40.5％）で最も多く、次いで「６～10 日」が 50 人（28.9％）

となっている。 

●冠婚葬祭、学校行事、子ども（兄弟姉妹を含む）や親の通院等 

「１～５日」が 96 人(66.7％)で最も多く、次いで「６～10 日」が 24 人(16.7％)と

なっている。 

●不定期の就労 

「１～５日」が 31 人(38.3％)で最も多く、次いで「６～10 日」が 15 人(18.5％)と

なっている。 

74.9%

62.3%

35.1%

0.9%

0.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

私用（買物、子ども（兄弟姉妹を含む）や

親の習い事等）、リフレッシュ目的

冠婚葬祭、学校行事、子ども（兄弟姉妹を含む）

や親の通院等

不定期の就労

その他

無回答 N=231



 59 

★問 32：保護者の用事により、子どもを泊りがけで家族以外に預ける必要性の有無 

調査対象児童について、保護者の用事により、泊りがけで年間何日くらい家族以外に

預ける必要の有無と「利用したい」方には、その際の理由と泊数（年間）を尋ねた。 

「利用する必要はない」が 86.4％で、「利用したい」が 11.7％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 利用目的（複数回答） 

「保護者や家族の育児疲れ・不安」が 74.3％で最も高く、次いで「保護者や家族の

病気」が 63.5％、「冠婚葬祭」が 45.9％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 理由別の利用希望泊数（年間） 

●冠婚葬祭 

「１～５泊」が 30 人(88.2％)で最も多く、次いで「６～10 泊」が１人(2.9％)とな

っている。 

●保護者や家族の育児疲れ・不安 

「１～５泊」が 45 人(81.8％)で最も多く、次いで「６～10 泊」が４人(7.3％)とな

っている。 

●保護者や家族の病気 

「１～５泊」が 42 人(89.4％)で最も多く、次いで「６～10 泊」が３人(6.4％)とな

っている。 

●その他 

「１～５泊」が２人(66.7％)、次いで「６～10 泊」が１人(33.3％)となっている。 

利用した

い

11.7%

利用する必要はない

86.4%

無回答

1.9%

N=632

45.9%

74.3%

63.5%

4.1%

1.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

冠婚葬祭

保護者や家族の育児疲れ・不安

保護者や家族の病気

その他

無回答 N=74
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１－10 来年度就学予定の子どもの小学校就学後の放課後の過ごし方 

問 33：小学生になった時に放課後過ごさせたい場所 

子どもの年齢が５歳になる方で、小学生になったら、放課後過ごさせたい場所と利用

希望日数（週）について尋ねた。 

（１）小学校低学年で放課後の時間を過ごさせたい場所（複数回答） 

「放課後児童クラブ（学童保育）」が 48.1％で最も高く、次いで「自宅」が 45.2％、

「児童館」が 37.5％となっている。 

 

■ 場所別の利用希望日数 

●自宅 

「週３日」が 13 人(27.7％)で最も多く、次いで「週５日」が 12 人(25.5％)、「週１

日」が８人(17.0％)となっている。 

●祖父母宅や友人・知人宅 

「週１日」と「週２日」がそれぞれ４人(30.8％)で最も多く、次いで「週４日」が２

人(15.4％)となっている。 

●習い事 

「週１日」が 18 人(64.3％)で最も多く、次いで「週２日」が７人(25.0％)、「週３日」

が３人(10.7％)となっている。 

●児童館 

「週５日」が 15 人(38.5％)で最も多く、次いで「週３日」が９人(23.1％)、「週２日」

が７人(17.9％)となっている。 

●放課後子ども教室 

「週１日」が４人(50.0％)で最も多く、次いで「週３日」が２人(25.0％)となってい

る。 

  

45.2%

12.5%

26.9%

37.5%

7.7%

48.1%

5.8%

6.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、

学習塾など）

児童館

放課後子ども教室

放課後児童クラブ（学童保育）

その他（公民館、公園など）

無回答 N=104
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●放課後児童クラブ（学童保育） 

「週５日」が 30 人(60.0％)で最も多く、次いで「週２日」が７人(14.0％)となって

いる。 

終了時刻は、「17 時台」が 23 人(46.0％)で最も多く、次いで「18 時台」が 17 人

(34.0％)、「16 時台」が４人(8.0％)となっている。 

●その他（公民館、公園など） 

「週２日」が３人(50.0％) 、次いで「週１日」が２人(33.3％)となっている。 

 

  



 62 

（２）小学校高学年で放課後の時間を過ごさせたい場所（複数回答） 

「自宅」が 63.5％で最も高く、次いで「習い事」が 31.7％、「祖父母宅や友人・知人

宅」が 21.2％となっている。 

■ 場所別の希望日数 

●自宅 

「週５日」が 30 人(45.5％)で最も多く、次いで「週２日」と「週３日」がそれぞれ

９人(13.6％)となっている。 

●祖父母宅や友人・知人宅 

「週２日」が６人(27.3％)で最も多く、次いで「週１日」が５人(22.7％)、「週３日」

が４人(18.2％)となっている。 

●習い事 

「週１日」が 15 人(45.5％)で最も多く、次いで「週２日」が 11 人(33.3％)、「週３

日」が６人(18.2％)となっている。 

●児童館 

「週３日」が８人(40.0％)で最も多く、次いで「週２日」が５人(25.0％)、「週１日」

が３人(15.0％)となっている。 

●放課後子ども教室 

「週１日」が４人(44.4％)で最も多く、次いで「週３日」と「週５日」が２人(22.2％)

となっている。 

●放課後児童クラブ（学童保育） 

「週５日」が６人(35.3％)で最も多く、次いで「週２日」と「週３日」がそれぞれ４

人(23.5％)となっている。 

終了時刻は、「18 時台」が９人(52.9％)で最も多く、次いで「17 時台」が６人(35.3％)

となっている。 

●その他（公民館、公園など） 

「週１日」が３人(42.9％)で最も多く、次いで「週２日」と「週３日」がそれぞれ２

人(28.6％)となっている。 

 

63.5%

21.2%

31.7%

19.2%

8.7%

16.3%

6.7%

17.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、

学習塾など）

児童館

放課後子ども教室

放課後児童クラブ（学童保育）

その他（公民館、公園など）

無回答 N=104
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問 34：土曜日の放課後児童クラブの利用希望 

問 33 で「放課後児童クラブ（学童保育）」と回答した方に、土曜日の放課後児童クラ

ブの利用希望と、「利用したい」方には、利用希望時間帯を尋ねた。 

「利用する必要はない」が 58.0％で最も高く、次いで「低学年（１～３年生）の間

は利用したい」が 32.0％、「高学年（４～６年生）になっても利用したい」が 6.0％と

なっている。 

平成 30 年度調査結果と比べると、「低学年（１～３年生）の間は利用したい」は 10

ポイント、「利用する必要はない」が約 21 ポイント増加している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平成 30 年度調査結果】 

 

1.低学年（１～３年生）

の間は利用したい

22.0%

2.高学年（４～６年生）

になっても利用したい
15.3%

3.利用する必要は

ない

37.3%

無回答

25.4%

回答者数＝59

低学年(１～３年

生)の間は利用し

たい

32.0%

高学年(４～６年

生)になっても利

用したい

6.0%

利用する必要は

ない

58.0%

無回答

4.0%

N=50
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■ 利用したい時間帯 

●利用したい時間帯(開始時刻) 

「13 時以降」が７人(36.8％)で最も多く、次いで「８時台」が５人(26.3％)となっ

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●利用したい時間帯(終了時刻) 

「16 時台」が 17 人(89.5％)で最も多く、次いで「16 時前」が２人(10.5％)となって

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

10.5%

26.3%

15.8%

0.0%

0.0%

0.0%

36.8%

10.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

7:00台

8:00台

9:00台

10:00台

11:00台

12:00台

13:00以降

無回答
N=19

10.5%

89.5%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

16:00前

16:00台

17:00台

18:00台

19:00以降

無回答 N=19
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問 35：長期休暇中の放課後児童クラブの利用希望 

調査対象児童の長期休暇期間中の放課後児童クラブの利用希望と、「利用したい」方

には、利用希望時間帯を尋ねた。 

「低学年（１～３年生）の間は利用したい」が 47.1％で最も高く、次いで「利用す

る必要はない」が 20.2％、「高学年（４～６年生）になっても利用したい」が 15.4％と

なっている。 

平成 30 年度調査結果と比べると、「低学年（１～３年生）の間は利用したい」が約 17

ポイント増加している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平成 30 年度調査結果】 

 

 

1.低学年（１～３年生）

の間は利用したい

29.9%

2.高学年（４～６年生）

になっても利用したい

20.9%

3.利用する

必要はない

20.9%

無回答

28.4%

回答者数＝134

低学年(１～３年

生)の間は利用し

たい

47.1%

高学年(４～６年

生)になっても利

用したい

15.4%

利用する必要

はない

20.2%

無回答

17.3%

N=104
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■ 利用したい時間帯 

●利用したい時間帯(開始時刻) 

「８時台」が 30 人(46.2％)で最も多く、次いで「９時台」が 21 人(32.3％)となって

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

18.5%

46.2%

32.3%

1.5%

0.0%

0.0%

0.0%

1.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

7:00台

8:00台

9:00台

10:00台

11:00台

12:00台

13:00以降

無回答
N=65
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●利用したい時間帯(終了時刻) 

「16 時台」が 61 人(93.8％)で最も多く、次いで「16 時前」が３人(4.6％)となって

いる。 

平成 30 年度調査結果と比べると、「16 時台」が約 76 ポイント増加している一方で、

「18 時台」以降は大きく減少している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平成 30 年度調査結果】 

   

5.9%

17.6%

41.2%

29.4%

5.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

15：00台

16：00台

17：00台

18：00以降

回答者数＝68

4.6%

93.8%

0.0%

0.0%

0.0%

1.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

16:00前

16:00台

17:00台

18:00台

19:00以降

無回答 N=65



 68 

１－11 育児休業や短時間勤務制度など職場の両立支援制度について 

問 36：父母の育児休業の取得状況及び取得していない場合の理由 

調査対象児童が生まれた時育児休業を取得したか、また「取得していない」方には、

その理由を尋ねた。 

（１）母親の育児休業の取得状況 

「取得した（取得中である）」が 75.5％で最も高く、次いで「働いていなかった」が

14.6％、「取得していない」が 7.9％となっている。 

平成 30 年度調査結果と比べると、「取得した（取得中である）」が約 16 ポイント増

加する一方で、「働いていなかった」が約 13 ポイント減少している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平成 30 年度調査結果】 

1.働いていなかった

27.2%

2.取得した（取得中で

ある）

59.4%

3.取得していない

11.0%

無回答

2.4%

回答者数＝655

働いていなかった

14.6%

取得した（取得中である）

75.5%

取得してい

ない

7.9%

無回答

2.1%

N=632
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■ 母親が育児休業を取得していない場合の理由（複数回答） 

「子育てや家事に専念するため退職した」が 34.0％で最も高く、次いで「仕事が忙

しかった」が 10.0％となっている。 

「その他」の意見として、『自営業だったため』『仕事上、産休がなかった』、『育休明

けに短時間勤務制度は使うなと言われ、退職を選択』、『役職』、『専業主婦』、『学生』、

『引っ越しを機に退職をしたため』、『自営業だったため』があげられた。 

平成 30 年度調査結果と比べると、「職場に育児休業の制度がなかった」が約 16 ポイ

ント減少している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2.0%

10.0%

0.0%

8.0%

0.0%

6.0%

8.0%

0.0%

2.0%

34.0%

6.0%

8.0%

0.0%

0.0%

24.0%

6.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった

仕事が忙しかった

（産休後に）仕事に早く復帰したかった

仕事に戻るのが難しそうだった

昇給・昇格などが遅れそうだった

収入減となり、経済的に苦しくなる

保育所（園）などに預けることができた

配偶者が育児休業制度を利用した

配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもらえるなど、

制度を利用する必要がなかった

子育てや家事に専念するため退職した

職場に育児休業の制度がなかった（就業規則に定めが

なかった）

有期雇用のため育児休業の取得要件を満たさなかった

育児休業を取得できることを知らなかった

産前産後の休暇（産前６週間、産後８週間）を取得で

きることを知らず、退職した

その他

無回答 N=50
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【平成 30 年度調査結果】 

  
 

  

6.9%

9.7%

6.9%

4.2%

1.4%

4.2%

5.6%

0.0%

8.3%

30.6%

22.2%

5.6%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1.職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった

2.仕事が忙しかった

3.（産休後に）仕事に早く復帰したかった

4.仕事に戻るのが難しそうだった

5.昇給・昇格などが遅れそうだった

6.収入減となり、経済的に苦しくなる

7.保育所（園）などに預けることができた

8.配偶者が育児休業制度を利用した

9.配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもらえるな

ど、制度を利用する必要がなかった

10.子育てや家事に専念するため退職した

11.職場に育児休業の制度がなかった

（就業規則に定めがなかった）

12.有期雇用のため育児休業の取得要件を

満たさなかった

13.育児休業を取得できることを知らなかった
回答者数＝72



 71 

（２）父親の育児休業の取得状況 

「取得していない」が 82.6％で最も高く、次いで「取得した（取得中である）」が 11.9％、

「働いていなかった」が 0.5％となっている。 

平成 30 年度調査結果と比べると、「取得していない」が約 10 ポイント減少している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平成 30 年度調査結果】 

 

 

1.働いていなかった

1.0% 2.取得した（取得中で

ある）
3.6%

3.取得していない

92.8%

無回答

2.6%

回答者数＝655

働いていなかった

0.5%
取得した(取得中

である)

11.9%

取得していない

82.6%

無回答

5.1%

N=632
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■ 父親が育児休業を取得していない場合の理由（複数回答） 

「配偶者が育児休業制度を利用した」が 45.4％で最も高く、次いで「仕事が忙しか

った」が 45.0％、「職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった」が 37.5％、「収入減

となり、経済的に苦しくなる」が 37.4％となっている。 

「その他」の意見として、『自営業だったため』が最も多く、『職員数が少ない』、『実

績や前例がなかった』、『育児休業する発想がなかった』などがあげられた。 

平成 30 年度調査結果と比べると、「仕事が忙しかった」と「職場に育児休業を取りに

くい雰囲気があった」が約 12 ポイント以上増加している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

37.5%

45.0%

0.2%

2.7%

4.6%

37.4%

3.6%

45.4%

16.5%

0.0%

8.0%

0.0%

4.0%

0.0%

7.1%

1.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった

仕事が忙しかった

（産休後に）仕事に早く復帰したかった

仕事に戻るのが難しそうだった

昇給・昇格などが遅れそうだった

収入減となり、経済的に苦しくなる

保育所（園）などに預けることができた

配偶者が育児休業制度を利用した

配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもらえるなど、制

度を利用する必要がなかった

子育てや家事に専念するため退職した

職場に育児休業の制度がなかった（就業規則に定めがな

かった）

有期雇用のため育児休業の取得要件を満たさなかった

育児休業を取得できることを知らなかった

産前産後の休暇（産前６週間、産後８週間）を取得でき

ることを知らず、退職した

その他

無回答 N=522
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【平成 30 年度調査結果】 

 

  

25.7%

31.6%

0.7%

2.7%

4.8%

27.8%

2.5%

44.3%

22.9%

0.5%

7.3%

0.0%

0.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1.職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった

2.仕事が忙しかった

3.（産休後に）仕事に早く復帰したかった

4.仕事に戻るのが難しそうだった

5.昇給・昇格などが遅れそうだった

6.収入減となり、経済的に苦しくなる

7.保育所（園）などに預けることができた

8.配偶者が育児休業制度を利用した

9.配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもらえるな

ど、制度を利用する必要がなかった

10.子育てや家事に専念するため退職した

11.職場に育児休業の制度がなかった

（就業規則に定めがなかった）

12.有期雇用のため育児休業の取得要件を

満たさなかった

13.育児休業を取得できることを知らなかった
回答者数＝564
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問 37：職場復帰の状況 

問 36 で「取得した（取得中である）」と回答した方に、育児休業取得後、職場に復帰

したかを尋ねた。 

（１）母親 

「育児休業取得後、職場に復帰した」が 73.6％で最も高く、次いで「現在も育児休

業中である」が 16.4％、「育児休業中に離職した」が 6.9％となっている。 

平成 30 年度調査結果と比べると、「育児休業取得後、職場に復帰した」が約 39 ポイ

ント増加している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平成 30 年度調査結果】 

 

  

1.育児休業取得後、

職場に復帰した

35.0%

2.現在も育児休業中

である

4.4%
3.育児休業中に離職

した

2.3%

無回答

58.4%

回答者数＝389

育児休業取得後、

職場に復帰した

73.6%

現在も育児休

業中である

16.4%

育児休業中に

離職した

6.9%

無回答

3.1%

N=477
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（２）父親 

「育児休業取得後、職場に復帰した」が 93.3％で最も高く、次いで「現在も育児休

業中である」が 4.0％となっている。 

平成 30 年度調査結果と比べると、「育児休業取得後、職場に復帰した」が約 57 ポイ

ント増加している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平成 30 年度調査結果】 

1.育児休業取得後、

職場に復帰した
36.4%

2.現在も育児休業中

である
0.0%

3.育児休業中に離職

した

0.0%

無回答

63.6%

回答者数＝22

育児休業取得後、職場に復帰した

93.3%

現在も育児休業中

である

4.0%

育児休業中に離職した

0.0%
無回答

2.7%

N=75
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問 38：実際の職場復帰時期と希望していた時期 

問 37 で「育児休業取得後、職場に復帰した」と回答した方に、実際の職場復帰時期

と希望していた時期を尋ねた。 

（１）母親 

■ 実際の職場復帰時期 

「１歳～１歳６ヶ月未満」が 226 人(64.4％)で最も多く、次いで「６ヶ月～１歳未

満」が 61 人(17.4％)、「１歳６ヶ月～２歳未満」が 28 人(8.0％)となっている。 

平成 30 年度調査結果と比べると、「１歳～１歳６ヶ月未満」が約 15 ポイント増加す

る一方で、「６ヶ月～１歳未満」が約 13 ポイント減少している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平成 30 年度調査結果】 

 

11.8%

30.1%

49.3%

5.1%

1.5%

0.0%

0.0%

2.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

6ヶ月未満

6ヶ月～1歳未満

1歳～1歳6ヶ月未満

1歳6ヶ月～2歳未満

2歳～2歳6ヶ月未満

2歳6ヶ月～3歳未満

3歳～

無回答 回答者数＝136

4.0%

17.4%

64.4%

8.0%

2.6%

0.3%

1.1%

2.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

6ヶ月未満

6ヶ月～1歳未満

1歳～1歳6ヶ月未満

1歳6ヶ月～2歳未満

2歳～2歳6ヶ月未満

2歳6ヶ月～3歳未満

3歳～

無回答
N=351
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■ 希望の職場復帰時期 

「１歳～１歳６ヶ月未満」が 98 人(27.9％)で最も多く、次いで「１歳６ヶ月～２歳

未満」が 76 人(21.7％)、「２歳～２歳６ヶ月未満」が 74 人(21.1％)となっている。 

平成 30 年度調査結果と比べると、「３歳～」が約 11 ポイント増加する一方で、「１歳

～１歳６ヶ月未満」が約 16 ポイント減少している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平成 30 年度調査結果】 

 

3.7%

2.2%

43.4%

14.0%

11.0%

2.9%

4.4%

18.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

6ヶ月未満

6ヶ月～1歳未満

1歳～1歳6ヶ月未満

1歳6ヶ月～2歳未満

2歳～2歳6ヶ月未満

2歳6ヶ月～3歳未満

3歳～

無回答 回答者数＝136

0.3%

1.4%

27.9%

21.7%

21.1%

2.6%

15.1%

10.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

6ヶ月未満

6ヶ月～1歳未満

1歳～1歳6ヶ月未満

1歳6ヶ月～2歳未満

2歳～2歳6ヶ月未満

2歳6ヶ月～3歳未満

3歳～

無回答
N=351
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（２）父親 

■ 実際の職場復帰時期 

「６ヶ月未満」が 49 人(70.0％)で最も多く、次いで「１歳～１歳６ヶ月未満」が６

人(8.6％)となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 希望の職場復帰時期 

「６ヶ月未満」が 24 人(34.3％)で最も多く、次いで「１歳～１歳６ヶ月未満」が 10

人(14.3％)、「６ヶ月～１歳未満」が８人(11.4％)となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

70.0%

1.4%

8.6%

1.4%

0.0%

0.0%

0.0%

18.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

6ヶ月未満

6ヶ月～1歳未満

1歳～1歳6ヶ月未満

1歳6ヶ月～2歳未満

2歳～2歳6ヶ月未満

2歳6ヶ月～3歳未満

3歳～

無回答
N=70

34.3%

11.4%

14.3%

2.9%

1.4%

0.0%

1.4%

34.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

6ヶ月未満

6ヶ月～1歳未満

1歳～1歳6ヶ月未満

1歳6ヶ月～2歳未満

2歳～2歳6ヶ月未満

2歳6ヶ月～3歳未満

3歳～

無回答
N=70
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問 39：職場復帰時の短時間勤務制度の利用の有無 

問 37 で「育児休業取得後、職場に復帰した」と回答した方に、職場復帰時の短時間

勤務制度の利用の有無を尋ねた。 

（１）母親 

「短時間勤務制度を利用しなかった」が 53.6％となっている。 

平成 30 年度調査結果と比べると、「短時間勤務制度を利用した」が 17 ポイント増加

している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平成 30 年度調査結果】 

 

  

1.利用した

27.2%

2.利用しなかった

71.3%

無回答

1.5%

回答者数＝136

短時間勤務制度を利

用した

44.2%
短時間勤務制度を利

用しなかった

53.6%

無回答

2.3%

N=351
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（２）父親 

「短時間勤務制度を利用しなかった」が 80.0％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平成 30 年度調査結果】 

 

  

1.利用した

0.0%

2.利用しなかった

37.5%

無回答

62.5%

回答者数＝8

短時間勤務制度を

利用した

4.3%

短時間勤務制度を利用しなかった

80.0%

無回答

15.7%

N=70
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問 40：仕事・家庭・プライベートの優先度（希望・現実） 

希望と現実の２つの視点から、「仕事時間」と「家事(育児)・プライベート」の優先

度を尋ねた。 

■ 希望する仕事・家庭・プライベートの優先度 

「家事や育児時間を優先」が 68.4％で最も高くなっており、次いで「プライベート

を優先」が 16.3％となっている。 

 

  

仕事時間を優先

5.5%

家事や育児時間を優先

68.4%

プライベート

を優先

16.3%

その他

2.2%

無回答

7.6%

N=632
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■ 現実の仕事・家庭・プライベートの優先度 

「家事や育児時間を優先」が 49.8％で最も高くなっており、次いで「仕事時間を優

先」が 41.8％となっている。 

平成 30 年度調査結果と比べると、「家事や育児時間を優先」が 19 ポイント増加して

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平成 30 年度調査結果】 

 

  

1.仕事時間を優先

43.1%

2.家事（育児）

時間を優先

30.8%

3.プライベートを優先

0.3%

4.その他

1.5%

無回答

24.3%

回答者数＝655

仕事時間を優

先

41.8%

家事や育児時

間を優先

49.8%

プライベートを

優先

0.5%

その他

1.7%
無回答

6.2%

N=632
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１－12 生活実態や家計の状況について 

★問 41：子どもにかかる費用（複数回答） 

子どもにかかる費用のうち、経済的に負担が大きいと感じるものは何かを尋ねた。 

「家庭での食材料費」が 52.7％で最も高く、次いで「衣類の購入費」が 48.4％、「学

習塾や習い事にかかる費用」が 28.6％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★問 42：子どもへの接し方 

子どもに対して必要以上の厳しさで接していると思う事があるかを尋ねた。 

「時々ある(あった)」が 46.2％で最も高く、次いで「ほとんどない(なかった)」が

25.3％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

52.7%

19.3%

48.4%

28.6%

17.1%

3.6%

1.1%

9.5%

14.1%

2.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家庭での食材料費

所属保育所などに支払う教材購入費等

衣類の購入費

学習塾や習い事にかかる費用

ゲーム用品や玩具の購入費

スマートフォン等の通信料金

医療費

その他

大きな負担を感じるものはない

無回答
N=632

よくある

(あった)

10.8%

時々ある(あっ

た)

46.2%

ほとんどない(な

かった)

25.3%

全くない(な

かった)

10.1%

無回答

7.6%

N=632
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★問 43：虐待に関する通告先や、子育てに関する相談先の認知度（複数回答） 

自身が虐待をしたり周りでされているのを発見したりした時の通告先や、子育て親

子関係に関する相談先を知っているかを尋ねた。 

「越前町役場（子ども未来課等）」が 48.7％で最も高く、次いで「児童相談所虐待対

応ダイヤル（189）」が 39.4％、「知らない」が 25.3％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

39.4%

48.7%

7.0%

6.2%

20.6%

1.9%

25.3%

3.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

児童相談所虐待対応ダイヤル（189）

越前町役場（子ども未来課等）

福井県総合福祉相談所

福井県丹南健康福祉センター

子どもの虐待ホットライン

その他

知らない

無回答

N=632
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１－13 悩みや不安について 

問 44：子育てに関しての不安感や負担感 

子育てに関して不安感や負担感を感じるかを尋ねた。 

「少し不安や負担を感じる」が 43.5％で最も高く、次いで「あまり不安や負担など

は感じない」が 36.9％となっている。 

「非常に不安や負担を感じる」と「少し不安や負担を感じる」の２つを合わせた『不

安や負担を感じる』は 50.8％で、半数以上になっている。 

「全く感じない」と「あまり不安や負担などは感じない」を合わせた『不安や負担は

感じない』の割合は 47.3％と『不安や負担を感じる』を下回っている。 

 

 

 

 

 

 

 

問 45：子育てに関して特に不安に思っていること、悩んでいること（複数回答） 

子育てをする上で、特に不安に思っていることや悩んでいることを尋ねた。 

「自分の自由な時間が持てない」が 61.7％で最も高く、次いで「子育てで出費がか

さむ」が 56.4％、「子育てによる身体の疲れが大きい」が 55.8％となっている。 

 

55.8%

56.4%

61.7%

24.9%

26.5%

11.5%

12.1%

10.9%

16.2%

0.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子育てによる身体の疲れが大きい

子育てで出費がかさむ

自分の自由な時間が持てない

夫婦で楽しむ時間がない

仕事が十分にできない

子育てが大変なことを身近な人が

理解してくれない

子どもが病気がちである

住居が狭い

その他

無回答 N=321

7.3%

43.5%

36.9%

10.4%

1.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

非常に不安や負担を感じる

少し不安や負担を感じる

あまり不安や負担などは感じない

全く感じない

無回答 N=632



 86 

1－14 子どもの施策について 

★問 46：越前町が子育てしやすい環境であるかについて 

越前町が子どもを産みやすい環境だと思うか、５段階評価で尋ねた。 

満足度が高かったのは、「妊娠・出産に対する支援」で『満足』と『やや満足』を合

わせて 50.5％と最も高く、次いで「保育サービスの充実」が 50.4％、「子どもや子育て

世帯への経済的支援」が 37.2％、「子育てに関する情報提供や相談体制」が 34.6％とな

っている。 

不満度が高かったのは、「子どもや子育て世帯への経済的支援」で『不満』と『やや

不満』を合わせて 26.3％と最も高く、次いで「仕事と家庭を両立しやすい環境」が 25.6％、

「子どもの遊びや体験活動の機会や場」が 25.0％となっている。 

「子どもや子育て世帯への経済的支援」は、満足度も高いが、不満度も高い。 

 

 

 

12.0%

19.9%

7.4%

6.5%

7.6%

5.9%

20.1%

6.8%

10.4%

8.2%

11.4%

11.9%

14.6%

22.6%

30.5%

8.1%

6.3%

15.2%

8.5%

30.4%

12.2%

19.8%

18.8%

17.2%

20.7%

22.6%

56.2%

39.2%

74.4%

78.3%

47.9%

71.2%

33.9%

68.7%

57.4%

45.4%

63.8%

47.3%

34.2%

5.5%

6.8%

2.4%

1.9%

17.7%

4.4%

9.0%

6.8%

7.3%

18.2%

3.8%

13.3%

15.2%

1.1%

1.3%

1.6%

0.8%

7.9%

3.0%

3.6%

1.6%

1.7%

6.8%

1.3%

4.1%

11.1%

2.5%

2.2%

6.2%

6.2%

3.6%

7.0%

3.0%

4.0%

3.3%

2.5%

2.5%

2.7%

2.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１.子育てに関する情報提供や相談体制

２.保育サービスの充実

３.発達障がい児に対する支援

４.虐待児童に対する支援

５.仕事と家庭を両立しやすい環境

６.ひとり親家庭など様々な状況にある

家庭への支援

７.妊娠・出産に対する支援

８.多世代交流など地域と親子の交流機会

９.就学前教育・学校教育の質

10.子どもの遊びや体験活動の機会や場

11.乳幼児期までの親と子の心と身体の

健康づくり支援

12.子育て・子育ちにやさしい居住・

生活環境

13.子どもや子育て世帯への経済的支援

N=632満足度

満足 やや満足 ふつう やや不満 不満 無回答
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問 47：安心して子どもを産み育てるための地域での取り組みについて（３つまで） 

安心して子育てできるためには、地域でどのような取り組みが必要かを尋ねた。 

「子育て中の親子が集まったり遊べる場を増やす」が 57.6％で最も高く、次いで「子

どもと親が一緒にできる活動を増やす」が 41.5％、「子育て中の人や子育て経験者が身

近に集まれる場や仕組みをつくる」が 37.0％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

37.0%

57.6%

5.7%

2.5%

41.5%

20.7%

25.3%

5.2%

9.2%

4.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子育て中の人や子育て経験者が身近に集まれる場や仕組

みをつくる

子育て中の親子が集まったり遊べる場を増やす

子育てサークルなどのグループの自主的な活動しやすい

仕組みをつくる

ボランティアが活動しやすい環境をつくる

子どもと親が一緒にできる活動を増やす

地域の大人達が連携して、子どもの活力を育成・支援す

る場をつくる

学校や保護者、地域の人たちが協力し、子どもの安全や

非行防止の活動をする

その他

特に必要ない

無回答 N=632
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★問 48：子育てに関する情報の入手先（複数回答） 

子育てに関する情報の入手先を尋ねた。 

「保育所・認定こども園・幼稚園」が 75.9％で最も高く、次いで「インターネッ

ト、ＳＮＳ」が 64.6％、「友人」が 60.8％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

21.8%

75.9%

3.6%

20.4%

12.0%

29.4%

6.2%

22.8%

60.8%

0.6%

17.9%

64.6%

11.7%

0.9%

0.2%

2.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学校

保育所・認定こども園・幼稚園

学童保育所

子育て支援センター

役場（子ども未来課）

広報紙

町ホームページ

親戚

友人

子育てサークル

テレビ・ラジオ・新聞

インターネット、ＳＮＳ

本、雑誌

その他

入手手段がない

無回答
N=632
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問 49：越前町の子育て支援施策への期待・重要（３つまで） 

越前町の子育て支援施策に期待すること・重要なことは何かを尋ねた。 

「保育サービスの費用負担や学費など経済的支援の充実」が 45.7％で最も高く、

次いで「仕事と子育てが両立できるよう労働時間の改善など、企業や労働者に対する

啓発」25.3％、「子どもが安全に主体的に行動できるよう学校教育環境の充実」が

22.8％となっている。 

平成 30 年度調査結果と比べると、「保育サービスの費用負担や学費など経済的支援

の充実」が約 13 ポイント増加している。 

 

9.8%

22.8%

45.7%

4.3%

9.8%

6.5%

8.4%

20.1%

14.2%

4.6%

9.8%

3.3%

6.6%

19.3%

1.4%

9.0%

2.4%

16.8%

25.3%

11.4%

2.8%

11.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

家庭の教育力向上のための学習機会の充実

子どもが安全に主体的に行動できるよう学校教育環境の

充実

保育サービスの費用負担や学費など経済的支援の充実

次代を担うこどもが家庭や子どもの大切さを

学ぶことができる場の充実

性や喫煙、薬物に関する正しい知識を習得するための

思春期保健の充実

子育てに関する相談、情報提供の充実

親子・親同士の交流の場の充実

地域における子どもの居場所の充実

犯罪や交通事故から子どもを守るための取り組みの充実

ひとり親家庭に対する相談や生活支援の充実

児童虐待やいじめ等に対する対策の充実

障がいのある子どもが地域で安心して生活できるような

障がい児施策の充実

母子の健康、子どもの発達支援のための

健診や訪問の充実

安心して子どもが医療機関にかかることができる

体制の充実

正しい食生活を送るため、食に関する

指導や情報提供の充実

子育て負担軽減のための事業（ヘルパー派遣など）

の充実

子どもを取り巻く有害環境対策の充実

仕事と子育てが両立できるよう保育所等の

箇所数や内容の充実

仕事と子育てが両立できるよう労働時間の改善など、

企業や労働者に対する啓発

親子トイレ・授乳コーナーの設置など、

子どもにやさしい環境整備の充実

その他

無回答

N=632
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【平成 30 年度調査結果】 

  

8.7%

24.7%

33.1%

7.5%

11.1%

4.4%

9.9%

18.0%

18.5%

2.7%

14.4%

4.9%

3.2%

21.5%

2.9%

3.5%

1.8%

11.1%

18.8%

13.7%

1.7%

17.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

1.家庭の教育力向上のための学習機会の充実

2.子どもが安全に主体的に行動できるよう

学校教育環境の充実

3.保育サービスの費用負担や学費など

経済的支援の充実

4.次代を担うこどもが家庭や子どもの大切さを

学ぶことができる場の充実

5.性や喫煙、薬物に関する正しい知識を習得するための

思春期保険の充実

6.子育てに関する相談、情報提供の充実

7.親子・親同士の交流の場の充実

8.地域における子どもの居場所の充実

9.犯罪や交通事故から子どもを守るための

取り組みの充実

10.ひとり親家庭に対する相談や生活支援の充実

11.児童虐待やいじめ等に対する対策の充実

12.障がいのある子どもが地域で安心して生活できる

ような障がい児施策の充実

13.母子の健康、子供の発達支援のための健診や訪問の充実

14.安心して子どもが医療機関にかかることができる体制の充実

15.正しい食生活を送るため、食に関する指導や

情報提供の充実

16.子育て負担軽減のための事業（ヘルパー派遣など）の充実

17.子どもを取り巻く有害環境対策の充実

18.仕事と子育てが両立できるよう保育所等の箇所数や内容の

充実

19.仕事と子育てが両立できるよう労働時間の改善など、企業や

労働者に対する啓発

20.親子トイレ・搾乳コーナーの設置や記念・分煙など、

子どもにやさしい環境整備の充実

21.その他

無回答 回答者数＝655
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教育・保育環境の充実など子育て支援に関する意見（自由意見） 

（１）子どもたちの遊び場・居場所について（39 件） 

○室内で遊べる場や公園の整備、土・日曜日でも利用できる施設に関する意見が多い。 

・土日祝日に室内で遊べる広い施設があると良いです。雨の日や雪の日に困っています。 

・公園づくりや整備をする時に、地域によって偏りがあるのは困ります。越前地区から朝

日地区は遠いです。同じ越前町でも朝日地区のみ充実させているように感じるような

町づくりはやめて欲しい。越前地区にも子供がいて育てる大人がいることを忘れない

で欲しいです。 

○公園の遊具に関する意見も多く、小さい子どもも遊べるものなど遊具の充実、安全の

ための遊具の点検が求められている。 

・町内の公園の遊具が劣化に伴い、滑り台等遊具がどんどんなくなっています。子供を遊

ばせるために、武生などまで行かないといけないことが多くとても不便です。撤去した

らすぐ新しいものを取りつけていただく、新しい遊び場を作る等子供が安全に楽しく

過ごせる場所を作ってほしいです。 

・公園の遊具や川など子供が遊んでも危なくないように錆びていたり腐っていないか点

検してほしい。蜂の巣やヘビといった危険動物も定期的に駆除してほしい。 

（２）経済的支援について（27 件） 

○経済的支援として、育児用品購入助成事業の年齢延長を望む意見や保育料の軽減を

求める意見がみられる。 

・オムツ・ミルク補助券、１歳まででなく期間を延長してほしい。 

・勝山市が 2024 年９月より第１子の保育料無償化とするように、越前町も第１子より保

育料無償化となるとよい。 

（３）保育サービスについて（22 件） 

○時間の延長、オムツ・おしりふき等のサブスクや習い事の導入など保育サービスの充

実を望まれている。 

・オムツ・おしりふきのサブスクの導入。保育所とスクール（スイミング、ダンスなど）

の連携。 

・子供に習い事をさせたいと思いますが、何に興味を持つか分かりません。できれば保

育園でダンスやピアノ、水泳など何でも良いので行うことが出来ないかなと思うこと

があります。福井の保育園ではダンスの授業があり、卒園後も継続して通うことが出来

ると知人が言っていました。子供の可能性や個性を伸ばせるような事業があればと思

います。 

（４）相談・交流の場について（12 件） 

○子育て支援センターの土・日曜日、同じ月齢児との交流やイベントを望む意見もみら

れる。 

・子育て支援センターが休日当番医のように土日祝日も開いていればとずっと思ってい

ました。丹南広域で考えれば武生駅のところがあると思いますが、雨・寒い日は混ん

でいそうで近づけず。パパも土日いないことが多いので、下の子が小さい時はちょっと

しんどかったです。 

・支援センター、すごく利用させていただいています。素敵な先生、イベント、親子に出

会える場で、私も気分転換となり助けられました。これからも、是非続けていってほし
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いです。ただ、先生方の負担も大きかったりすると思うので、ボランティアさんとかで

も入って一緒に子育てを見てもらったりするといいのかなあとも思います。その他に

もイベントを増やしてほしいとも思っています。（多すぎても困るので難しいです

が・・・）越前町は子育て、子供、ママにとてもやさしいと感じています。これからも

小さな子～学生まで長い期間でのサポートしてくれることを期待しています。 

（５）その他（37 件） 

○子どもに安全な環境づくりや地域での子育て支援、小児医療体制の整備、子育て支援

サービスに関する情報提供を求める意見がある。 

・最近、子供が巻き込まれる犯罪や事故が増えているので、安心安全にすめるような地

域になってほしいと思う。 

・近くに小児科がないので、小児科があるといいなと思います。 

・支援センターの情報が少ない。利用してみたいので、もっとチラシ等で写真などを見

てみたいです。 

○小学校の合併に関する意見もみられる。 

・小学校の合併をもっとスムーズに進めてほしい。進捗がしりたい。 ・こどもの室内遊

び場（土・日）がないので、観光客も使いやすい室内遊び場がほしい。アクティブハウ

ス体育館を改築するといいのではないか。 

 

（回答者数＝114 人、回答件数＝139 件） 


